
市政報告
です

日本共産党
（１）

発行：日本共産党高槻市会議員団　市会議員・中村れい子　事務所／〠 569-1114　高槻市別所中の町 3-7　  ☎ 681-8480　　自　宅／古曽部町２丁目 15- ８-606　 　☎ 685-6686

「きずな」　Ｎｏ.176　2016．10 月号

NO.  176　2016- 10

このビラや市政へのご意見をお寄せください。

公
立
幼
稚
園
、
保
育
所
す
べ
て
を
認
定
こ
ど
も
園
に
し

民
営
化
、
統
廃
合
を
実
施
す
る
計
画

　

高
槻
市
の
公
立
施
設

は
、
幼
稚
園
23
園
、
保
育

所
13
カ
所
、
認
定
こ
ど
も

園
１
カ
所
で
す
。
公
立
幼

稚
園
の
定
員
は
３
５
７
０

人
で
入
所
率
38
％
、
保
育

所
は
１
０
０
％
以
上
で

す
。

　

公
立
幼
稚
園
、
保
育
所

民
営
化
、
統
廃
合
の
計
画
決
定

民
間
は
保
護
者
負
担
が
多
く
問
題

　

９
月
議
会
の
一
般
質
問
（
中
村
れ
い
子
市
議
）
公
立
幼
稚
園
、
保
育
所
の
問

題
、
市
が
発
注
す
る
工
事
な
ど
で
、
下
請
け
業
者
へ
の
適
正
な
単
価
、
労
働
者

へ
の
生
活
で
き
る
賃
金
を
求
め
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

統
廃
合
の
対
象
に
な
る

の
は
、
入
所
希
望
が
多
い

保
育
所
で
は
な
く
、
幼
稚

園
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

駅
か
ら
遠
く
、
不
便
な
地

域
ほ
ど
子
ど
も
の
人
数
が

少
な
い
状
況
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
地
域
の
幼

稚
園
や
保
育
所
を
統
廃
合

す
れ
ば
、
よ
り
不
便
に
な

り
、
送
り
迎
え
が
で
き
ま

せ
ん
。
ど
の
幼
稚
園
、
保

育
所
を
民
営
化
、
統
廃
合

す
る
の
か
、
具
体
案
は
誰

が
決
定
す
る
の
か
、
関
係

者
の
意
見
は
反
映
さ
れ
る

の
で
す
か
。

市
の
答
弁

  

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て

再
配
置
す
る
具
体
案
は
、

地
域
の
実
情
や
児
童
の
人

口
も
考
慮
し
て
、
必
要
な

ホッ

トコーナー

中
村
れ
い
子

55

公
立
幼
稚
園
、

　
　
　
保
育
所
は
必
要

　

公
立
の
施
設
利
用
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。

　

公
立
を
選
ん
だ
理
由

と
し
て
、
あ
げ
ら
れ
て

い
る
の
は
「
送
迎
に
便

利
」「
費
用
が
あ
ま
り
か

か
ら
な
い
か
ら
」「
保
育

内
容
」
で
し
た
。
日
頃

感
じ
て
い
る
点
で
は「
の

び
の
び
と
保
育
し
て
い

る
」「
給
食
の
献
立
が
良

い
」「
安
心
で
き
る
」
で

し
た
。
民
間
は
保
育
料

以
外
の
費
用
が
か
か
る

の
で
、
公
立
し
か
い
け

な
い
人
も
多
い
で
す
。

　

審
議
会
の
報
告
に

「
公
立
保
育
所
は
、
障

害
児
保
育
を
は
じ
め
と

し
て
、
配
慮
が
必
要
と

す
る
子
ど
も
や
要
支
援

家
庭
の
子
ど
も
の
受
け

入
れ
な
ど
、
き
め
細
か

な
対
応
が
必
要
と
さ
れ

る
分
野
に
も
積
極
的
に

対
応
し
て
お
り
、
今
後

も
蓄
積
さ
れ
た
知
識
と

経
験
を
活
用
す
る
こ
と
」

と
あ
り
ま
す
。
公
立
幼

稚
園
、
保
育
所
を
で
き

る
だ
け
残
し
ま
し
ょ
う
。

を
民
営
化
す
る
方
針
は
、

行
革
で
は
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
本
格
的
に
議
論

は
し
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
２
０
０
３
年
に
東
天

川
保
育
所
の
立
ち
退
き
に

よ
る
民
営
化
を
し
て
以
降

は
、
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
支
援
を
重
点
施

策
に
位
置
づ
け
、
取
り
組

ん
で
来
ら
れ
た
、
市
と
し

て
は
、
今
ま
で
の
施
策
と

は
、
違
う
方
向
性
で
す
。

公
立
施
設
の
あ
り
方
を
見

直
さ
れ
た
理
由
を
お
聞
き

し
ま
す
。

市
の
答
弁

　

施
設
の
老
朽
化
、
公
立

幼
稚
園
の
恒
常
的
な
定
員

割
れ
や
保
育
需
要
の
増

大
、
保
護
者
の
働
き
方
の

多
様
化
、
公
立
幼
稚
園
の

３
年
保
育
の
要
望
な
ど
将

来
の
年
少
人
口
を
見
据
え

る
必
要
が
あ
る
。民
間
は
、

人
員
配
置
に
お
い
て
も
機

動
性
が
あ
り
、
独
自
性
に

優
れ
た
民
間
施
設
に
力
を

発
揮
し
て
頂
く
。

再
質
問

  

民
間
の
機
動
性
と
い
う

の
は
、民
間
の
保
育
士
は
、

必
要
な
く
な
れ
ば
辞
め
て

も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
か
。
そ
れ
で
な
く
て
も

民
間
の
保
育
士
の
平
均
勤

続
年
数
は
８
年
で
す
。
残

業
や
、休
日
出
勤
が
多
く
、

結
局
、
長
く
勤
め
ら
れ
な

い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
短

時
間
の
保
育
士
を
繰
り
返

し
募
集
す
る
、
ま
た
別
の

保
育
園
で
は
、
一
度
に
何

人
も
の
保
育
士
が
勤
め
る

な
ど
、
通
常
で
は
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
民
間
の
労
働
の

実
態
を
把
握
し
、
指
導
し

て
く
だ
さ
い
。２

面
に
つ
づ
く
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毎月、第 2土曜日です

檜
尾
川
の
状
況
を
調
査

　

檜
尾
川
は
成
合
か
ら
前

島
、
大
塚
の
間
で
淀
川
に

合
流
し
ま
す
。
天
井
川
で

周
辺
の
高
垣
町
や
野
田
の

住
宅
は
川
よ
り
低
く
大
雨

が
降
る
た
び
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

９
月
28
日
の
夕
方
一
時

的
に
避
難
判
断
水
位
３・３

メ
ー
タ
ー
を
上
回
る
３・７

メ
ー
タ
ー
に
到
達
し
、

高
槻
市
は
避
難
所
開

設
の
準
備
を
し
て
い

ま
し
た
。
雨
が
す
ぐ

に
小
ぶ
り
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
水
位
は

そ
れ
以
上
、
上
が
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
７
月
18
日
に

い
ま
す
。
入
園
時
に

10
万
円
も
の
負
担
が
か

か
る
民
間
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
れ
で
も
、
民
営
化

し
て
も
大
丈
夫
と
言
わ

れ
る
の
で
す
か
。
こ
れ

で
は
、
経
済
的
に
選
べ

な
い
保
護
者
は
多
い
の

で
は
な
い
で
す
か
。
民

間
施
設
に
対
し
て
、
保

護
者
負
担
を
軽
減
す
る

指
導
を
す
る
べ
き
で

す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
年
中
に
具
体
的
に
、

統
廃
合
す
る
施
設
、
民
営

化
す
る
施
設
、
残
す
施
設

の
案
を
示
す
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
保
護
者
な
ど
関
係

者
へ
の
説
明
す
る
の
は
時

期
、
ま
た
、
ど
こ
ま
で
の

関
係
者
に
説
明
す
る
の

か
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

市
の
答
弁

　

具
体
案
を
示
し
た
後
、

保
護
者
、
地
域
の
方
々
や

民
間
施
設
に
対
し
説
明
の

機
会
を
設
け
る
。
広
報
誌

な
ど
で
、
市
民
に
周
知
す

る
。

再
質
問

　

保
護
者
や
関
係
者
へ
の

説
明
は
、
具
体
案
を
決
定

し
た
あ
と
に
し
か
説
明
さ

れ
ま
せ
ん
。
本
来
な
ら
、

こ
ん
な
大
事
な
問
題
は
、

意
思
形
成
過
程
で
も
説
明

し
、
意
見
を
聞
く
の
は
当

然
で
す
。
計
画
を
決
め
て

も
、
一
定
意
見
を
聞
い
て

変
更
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

も
台
風
の
影
響
で
３
・
92

メ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
方
か
ら
、

一
度
檜
尾
川
を
見
て
欲
し

い
と
要
望
が
あ
り
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
10
月
２
日
、

東
天
川
１
丁
目
の
中
堤
橋

か
ら
３
丁
目
に
か
け
て
調

査
し
ま
し
た
。
川
の
中
に

土
砂
が
た
ま
り
、
草
が
生

い
茂
っ
て
お
り
、
川
の
流

れ
が
阻
害
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
宮
原
た
け
し
府
議
と

大
阪
府
に
要
望
し
ま
す
。

東天川１丁目の中堤橋から下流

数
を
配
置
し
、
そ
れ
以
外

は
立
地
条
件
も
考
慮
し
て

民
営
化
を
考
え
る
。
民
間

保
育
所
は
、
絵
本
代
や
教

材
費
の
実
費
、
水
泳
教
室

な
ど
特
色
あ
る
保
育
の
実

施
の
た
め
特
定
負
担
額
が

あ
る
。

再
質
問

　

民
間
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
は
、
保
育
料
以
外

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

保
育
料
は
保
護
者
の
収

入
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
て

核
と
な
る
公
立
施
設
の
役
割

　

計
画
で
は
高
槻
市
域
を

６
区
域
に
分
け
、
公
立
を

核
と
な
る
施
設
に
し
ま

す
。
民
間
施
設
な
ど
の
連

携
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
を
果
た
す
と
な
っ

て
い
ま
す
。
権
限
の
な
い

調
整
す
る
だ
け
の
役
割
な

の
か
、お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
Ｊ
Ｒ
以
南
・

芥
川
以
東
の
区
域
で
は
、

公
立
保
育
所
３
か
所
、
民

間
保
育
所
10
か
所
、
認
定

こ
ど
も
園
３
か
所
、
公
立

幼
稚
園
４
か
所
、
私
立
幼

稚
園
３
か
所
と
小
規
模
保

育
施
設
６
カ
所
で
合
計
29

か
所
に
な
り
ま
す
。
施
設

数
が
多
く
て
も
核
に
な
る

施
設
は
１
か
所
な
の
で
す

か
、
他
に
公
立
施
設
は
残

さ
な
い
の
か
、
お
答
え
く

だ
さ
い
。

市
の
答
弁

　

民
間
施
設
と
の
と
調

整
役
を
果
た
す
た
め
に
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
関
連
施
設
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
。
小
規
模
保

育
施
設
の
連
携
先
に
な
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。

再
質
問

　

６
区
域
の
核
に
な
る
施

設
以
外
に
も
、
幼
稚
園
、

保
育
所
と
し
て
も
残
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
６
カ
所

の
公
立
施
設
だ
け
で
は
責

任
が
果
た
せ
ま
せ
ん
。

保育料以外の保護者負担  （単位円）
民　　間 公　　立

こども園 保育園 幼稚園 保育所
制服代等 97,000 26,930 10,000
初期費用 120,700 38,066
年　間 1,550
毎　月 3,230 7,000 2,700 1,300 
備考：民間こども園の負担は２号認定の５才児。
　　　公立保育所の毎月の負担は主食費。




